
○　目的

○　事業概要

担当所属名 消防本部消防総務課 直通電話番号 63 － 1125

　救命率の向上と、救急体制の充実強化に向け、救急救命士を育成す
る。

　京田辺市消防本部では、現在２７名の救急救命士が在職しており、
救命率・社会復帰率の向上を目指しています。さらなる充実強化
に向け、救急救命士養成所に入校させ救命士の養成をしています。

事業内容

救急訓練風景

予算額 1,982 千円 新規・拡充
継続の別 継続

平成２８年度　当初予算主な事業

事業名 救急救命士育成

○　目的

○　事業概要

平成２８年度　当初予算主な事業

事業名 京田辺市消防団協力事業所表示制度

予算額 15 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

消防団協力事業所表示証

　事業所等による消防団活動への協力が社会貢献として広く認め
られると同時に、事業所の協力を通じて、地域防災体制がより一
層充実することを目的としています。

　地域消防防災体制の充実強化に寄与している事業所等に対し
て、表示申請や推薦により認定し、消防団協力事業所表示証を交
付するものです。
　また、「消防団協力事業所」として認められた事業所等は、取
得した表示証を社屋に提示でき、表示証のマークを自社ホーム
ページなどで広く公表することができます。

担当所属名 消防本部消防総務課 直通電話番号 62 － 1125



○　目的

○　事業概要

平成２８年度　当初予算主な事業

事業名 児童の防火意識向上事業

予算額 128 千円
新規・拡充
継続の別 継続

○親子消防体験会・・・小学生とその保護者を対象に放水（消火）活動
や心肺蘇生法等を職員と一緒に活動、体験する。参加者には修了証を交
付し、記念品を配布。

　児童、幼児を対象に消防フェアや親子消防体験会を開催し幼少期から
防火防災、応急手当への関心を高めてもらい、また住民参加型のイベン
トであるため職員と住民が交流することにより消防業務への理解を深め
てもらう。

○消防フェア・・・児童、幼児を対象に消防庁舎において消防車両の見
学、撮影会やレスキュー体験（ロープ渡り）、応急手当等の体験。
消防・防災サークル（京都学生ＦＡＳＴ）を招き防災をテーマとした
ヒーローショーを開催。参加者に記念品を配布。

消防フェア、京都学生防災サークルによるヒーローショー

担当所属名 消防本部消防署 直通電話番号 63 － 1125

事業内容

○　目的

○　事業概要

平成２８年度　当初予算主な事業

事業名 消防車両等（指揮隊車）購入事業

予算額 11,177 千円 新規・拡充
継続の別 継続

事業内容

　常備消防力の充実強化を図るため消防車両更新計画に基づき更新す
る。

　指揮隊は、高度な情報収集・判断の下、災害態様に応じた実践的かつ
効果的な指揮活動を行い安全管理、消防力の充実強化を図る。
　複雑多様化する災害から市民の安全を守るため消防指揮隊車の更新を
行う。

担当所属名 消防本部警防課 直通電話番号 63 － 1125



○目的

　

○事業概要

　

　

　

平成28年度　当初予算主な事業

事業名 耐震性貯水槽設置工事及び測量設計委託事業

予算額 29,020 千円
新規・拡充
継続の別 継続

　震災対策の１つとして、震災でライフラインが寸断されても、消防水
利としての使用に支障が無い耐震性の貯水槽を設置する。

　市内の公園を基本とし、毎年耐震性貯水槽を新規設置
　概ね５年間で１０基程度の耐震性貯水槽の新規設置を予定（３年目）
  設置予定場所：防賀川公園
　設計委託予定場所：新田辺西公園・大住ケ丘第２公園
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事業内容

担当所属名 消防本部警防課 直通電話番号 63 －

○　目的

○　事業概要

　
専

　高機能消防指令システムとは、１１９番通報の受付・出動指令管制・
現場活動支援・無線統制・災害情報の発信など、市民の生命、財産を守
るあらゆる消防活動に不可欠な業務を迅速的確に実施する総合的なシス
テムであり、消防活動の生命線ともいえるものである。
　よって、その機能は、命を守るシステムとして、２４時間３６５日い
かなる場合において一瞬たりとも失われることなく非常に高いレベルで
維持しなければなりません。

　専門知識を有するコンサルタントに高機能消防指令システムの実施設
計を委託するものである。

平成２８年度　当初予算主な事業

事業名 高機能消防指令システム更新事業に伴う実施設計委託

予算額 6,222 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

担当所属名 消防本部通信指令室 直通電話番号 63 － 1125


